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羽包サンプルから TriPure Isolation Reagent
（Roche Diagnostics，Indianapolis，USA）を用い
て RNA を抽出した。抽出した RNA に含まれる
メラニン色素を除去するために，塩化セシウム
勾配超遠心法により全 RNA を更に精製した。得
られた RNA は DPEC 処理した蒸留水に溶解し





 0.2 ml PCR チューブに 10×PCR Buffer Minus 
Mg 2.5 µl，10 mM dNTP mix 0.5 µl，50 mM MgCl2 
0.75 µl，Primer mix（10 µM each） 0.5 µl，Template 
DNA 1µl （ 75ng/µl ）， Platinum® Taq DNA 








 BigDye® Terminator v3.1 Cycle Sequencing Kit 








を ThermoScript RT-PCR System （Invitorogen，
Carlsbad，CA，USA ）を用いて逆転写した。逆
転写用のプライマーは Oligo dT の代わりに，G




た。First PCR では，GeneRacerTM 3’ Prim-er（5’
-GCTGTCAACGATACGCTACGTAACG-3’）（Gen
eRacer® Core K-it，Invitorogen，Carlsbad，CA，
USA ）と PBCF 特異的プライマーのセットを，
Nested PCR では，GeneRacerTM 3’ Nested Prime
r（5’-CGCTACGTAACGGCATGACAGTG-3’）（Ge
neRacer® Core Kit，Invitorogen，Carlsba-d，CA，







 ゲノム PCR，RT-PCR および 3’RACE により，
ニホンウズラ PBCF 遺伝子の構造が判明した。
図 1 に示すように，ウズラの PBCF 遺伝子はニ
ワトリと同じく 3 つのエクソンと 2 つのイント
ロンから構成されていた。興味深いことに，ニ
ホンウズラの PBCF 遺伝子配列では，ニワトリ




 ニホンウズラ(WT/HU)の PBCF 遺伝子にみら
れた G の一塩基欠失が変異によるものか，他の
ウズラでも共通なものなのかを検討するために，
6 種のウズラ（ニホンウズラの羽色変異体 3 種， 
同属別系統 1 種，別属別系統 2 種）の PBCF 遺
伝子の相当領域の塩基配列を決定した。その結 
果，ニホンウズラではすべての系統で同じ箇所 
に G の一塩基欠失が確認された。一方，種や属 




流の位置で 4 塩基の欠失が見られた（図 2）。 
 
ニホンウズラの羽包内における PBCF mRNA 
発現 
 ニホンウズラの羽包を均等に三分割し，それ
ぞれの領域における PBCF mRNA の発現量を


















図 1 ニホンウズラとニワトリの PBCF 遺伝子 
構造の比較 
 ニホンウズラの PBCF 遺伝子構造とニワトリ 
の PBCF 遺伝子構造を模式図で示す。ボックス 
がエクソン，棒線部がイントロンを表している。 
また，ボックスの斜線部は非翻訳領域を，黒塗り 
部分は翻訳領域を示す。Scale bar=200 bp。 
図 2 ウズラの PBCF 第 2 エクソン中の部分
配列の比較 






























GAPDH （ 5 ’
-GTGTTATCATCTCAGCTCCCTCAG-3’，5’
-AAAGGTGGAAGAATGGCTGTCACC-3 ’）
TYR （ 5 ’
-CCTCATGGCAGGTAATCTGCACTC-3’，5’
-CAATGGGTGCGTTGGCTGCTGG-3 ’），
TYRP1 （ 5 ’
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